
斜 里 海 岸 の サ サ ラ ダ ニ 類

北海道斜里高等学校生物部

はじめに

北海道の海岸でのササラダニ類の調査は、近年

少 しずつ行なわれているが、 まだまだ少な く、特

にオホーック海に面 した海岸での調査は極めて少

ないのが現状である。我々生物部では1982年 から

斜里海岸における土壌中のダニ類の調査を始め、

1年 目の調査ではダニ類相 と個体数の季節的消長

について調べた(斜 里高等学校生物部、1983)。19

83年の調査では、ササラダニ類の分布 と環境 との

関係に着 目して行い、調査結果は、1982年 のデー

ター もあわせてまとめ、考察を加えた。

調査方法

調査 地 は1982年 と同様 、斜里 町以久科原生 花園

であ る(図1)。 こ こは、北緯43.55'、 東 経144.43'

に位 置 し、二列の海 岸段丘 を形成 してお り、海側

よ り内陸へ向 けて、 明瞭な植 生の変化 がみ られ る。

ここに、環境 別 に調査地 点 を設定 したので あるが、

調査地点 は、植 生の違 いに よるササ ラダニ類 の分
り

布の変化を調べるために、1982年 の調査で1あきら

かになった植生区分に応 じて設定 した。海岸か ら

内陸にむかい、多年草を主 とした群落(ハ マニン

ニク ・エゾノコウボウムギ群落)にA地 点を設定

し、順次F地 点(海 岸林の針葉樹の出現す る地点)

調 査地

表1.各 調査地点の植生

調査地点 植 生

A地 点 ハマニンニクーエゾノコウボウムギ群落

B地 点 ハマナスーキバナノカワラマツバ群落

C1地 点 ヒメイズイーナワシロイチゴ群落

C2地 点 エゾイタヤーナガパグサ群落

D地 点 ワラビーナガパグサ群落

E1地 点 エゾイタヤーマイヅルソウ群落

E2地 点 ミズナラークマイザサ群落

F地 点 トドマツーマイヅルソウ群落

[『
づ
.

至
網
走

(]D
/

硲
斜

里

川

オホーツ ク海

薩… 海響 創
斜一里一市街

畑 地

素 0 2

ぐ

4K緬

図一1.調 査 地

まで6地 点 を設定 した。 この うち1982年 の 調査地

点 とは、A、B、D、E2が 一 致 し(た だ し1982年 の

F地 点 が1983年 のE2地 点)C2、Fが 新 たな調査地

点で ある各地 点の植生 は表1に 示す とう りで ある。

1983年 は、6地 点(A、B、C、D、E2、F)に 調 査

わ くをお き、 そのわ く内に存在 す るあ らゆ る もの

(落 葉落枝、 コケ、落果、腐 葉等)を 手でつかみ

と り、1地 点 あた り1尼 強程 度 を採 取 した。 この

サ ンプル を、蒸 れ を防 ぐため紙 袋 に入れ て、 約3

km離 れ た知床博物館 まで持 ち帰 り、す ぐにTullgren

装 置 に投 入、40W電 球 で72時 間 連 続照射 して土壌

動物 を抽 出 した後、75%エ タ ノールで固定 した。

土壌動物 は実体顕微鏡(20～80倍)で ソー テ ィン

グ し、サ サ ラダニ類の み を大 きさ別 に集 合プ レパ

ラー トに封 入 した。 そ して生物顕微鏡 で40～1200

倍 で検 鏡 し、種 レベル を 目標 に同定 を行 な った。

プ レパ ラー ト作 製 に使用 した封 入液 は、 ガム クロ

ラール液及 びホイヤー液 であ る。 今 回 使 用 した

Tullgren装 置 は、釧路 刑務所 ・刑務 官の大西 氏 よ

りお借 りした もので、内径20cm深 さ15cmの 中 型の

装置 を横 に4個 並べ た もので ある。抽 出の際 には、
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表2.採 集されたササラダニ類 と採集地点

採 集 地 点 及 び 採 集 年 度

種 名 区 分
(M,G,P群)1晶21晶21勲

19831983

C2

1983

DElE2

198219821982
19831983

F

1983

Zygoribatulamarina
Hammeriacanadensis
Gehypochthoniusradamantus
Brachychthoniidaespp
Oppiaminus
Scheloribateslatipes
Trhypochthoniustectorum
Diapterobatespusillus
Xenillustegeocranus
Pelopturusamericanus
EupelopsspP
CeratozetesThienemanni
Ceratozetellalmperatorla
Scheloribateslaevigatus
TectocephensspP
Liacarusacutidens
Nothrusbiciliatus
Nothrussilvestris
Protoribatessp.A
OPPiellanova
OPPiatokyoensis

QuadroPPiaquadricarinata
SuctobelbellaspP
CeratoPPiabipilis
Zygoribatulalaubieri
Rhysotritiaardua
DamaeidaespP
Nothrusborussicus
Malaconothruspygmaeus
Allosuctobelbagrandis
Lepidozetesdashidorzsi
UngUizeteSCIaVatUS
Fosseremusquadripertitus
Liacarusorthogonios
Chamobatespusillus
Hypochthoniellaminutissima
Platyliodesjaponicus
Phthiracarusjaponicus
Oppiidaesp.B
Carabodespeniculatus
MultioPPiabrevipectinata
Tegoribatestrifolius
Oribatulatibialis
Metaphthiracarusbacillatus
Oribotritiatokukoae
Costeremussp.A
Eremobelbajaponica
Oppiidaesp.B
Protoribatessp.B
Diapterobatessp.A
Eporibatulatuberosa
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P
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砂 の落下 を防 ぐ目的で、網の上 に、二 重 に したガ

ーゼ、 もしくは、細 か くちぎった紙 を敷 いて行 な

った。土壌採取 は、A～D地 点 を9月21日 に 、E2、

F地 点 を9月28日 に 行な った。今 回の調 査 はサ ン

プル 数が少 なか ったため、個 体数 に よらず、種類

数 と種 組成 に重点 をお く定性 的 な調査 とな った。

調査結果 及び考察

今 回の調 査 と前年度 の調 査 とで採集 されたササ

ラダニ類 を調査地点別 に表2に 示 した。 この うち

BrachychthoniidaeSuctobelbellaは 、集 合プ レパ

ラー トでの種 の同定 が困難 だ った ためEゆ θ10ρsと

7『厩06の 加 πsは、分類 の基 準 がは っ き りしないた

め、Damaeidaeは 日本 では分 類が ほ とん ど進 んで

いないため、 それ ぞれ数種 を一括 してSPPと 示 し

た。

各地 点のササ ラダニ群集 を分析す る方法 と して、

MGP分 析(青 木,1983a)を 用 いた。MGP分

析 とは、 ササ ラダニ類 を3群 に大別 し(表3)、3

群 の種数 の相 対的比較 に よ りササ ラダニ群 集 を調

べ る方法 であ る。 この方法 に よ り図2の 様 な結果

が得 られた。青木(1983a)に よ る と、 この分析

で は、森林 で はG群 が突 出 し、草原で は3群 と も

大差無 し、 市街地で はG群 とP群 の割合 が多 くな

る傾向 がみ られ る とい う。今 回の結果 をみ ると、

Cl地 点 よ り内陸 は草 原、森林 の傾向 とよ く一一致 す

表3.MGP分 析 に用 いたササ ラダニ類 の区分

(M,G,P群)

離 門 類
接 門 類 Brachypylina

Macropylina 無 翼 類 有 翼 類
Gymnonota Poronota

M群 G群 P群

生
嫡 、、
門 ・、'Φ

①

旺,'
'くD ①

門

ムカシササラダニ ・フジ ツキノワダニ ・ニオウダ コイタダニ ・コバ ネダ

イレコダニ ・ニセイレコ 二 ・ドビンダニ ・ウズタ 二 ・エンマダニ ・カブ

ダニ ・イ レコ ダニ ・ヘ ソ カダニ ・ジュズダニモ ド トダニ ・ブ リソデダニ

イレコダニ ・ヒゲヅツダ キ・ジ ュズ ダニ・マ ンジ ュ の各上科など
二 ・ヒワダニ ・カザ リヒ ウダニ・ヤッコダニ・イチ

ワダニ ・ダルマヒワダニ モンジダニ ・モリダニ ・
・ツ ツハ ラ ダニ ・ユ ウ レ ハネアシダニ ・ツヤタマ

イダニ ・トノサマダニ ・ ゴダニ ・イブシダニ ・イ

ハラミゾダニ ・アミメオ カダニ ・ツブダニ ・スッ

ニダニの各上科など ポンダニの各上科など

(青 木 、1983aよ り)

るがA・B地 点 について は、 どれ と も言 いが た く、

P群 が突出 した形 とな った。

次 に各地点 間の共通(類 似度 を知 る為 に、Jacc-

ardの 共 通係 数(青 木 ・原 田、1979、 青 木、1983b〕

図2.MGP分 析による各調査地点のササラダニ群集の比較
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を用いて分析を行なった。Jaccardの 共通係数 と

は、2つ の群集に共通な種数 を、両群集の平均種

類数で割 り、100を 乗 じた もので、単位は%を 用い

る。両群集が全 く同 じであれば、係数は100%と

なる。この分析結果を示 したのが表4で ある。表

を見てわかるように、隣接す る地点間ほど値が高

く、離れるにしたがって値が低 くなるという結果

が得られた。 このことか ら、ササラダニの種組成

は海岸か ら内陸にむかい、連続的に変化 している

と言える。私達は1981年 の調査 により、この海岸

砂丘の植生が海岸から内陸に向って帯状に変化 し

ていることを示 した(斜 里高校生物部、1982)。本

調査か ら、ササラダニ類の種組成が、帯状に分布

する各々の植物群落に対応 したものであるかどう

かを知ることはできないが、海浜か ら内陸へむか

っての種組成の変化が見 られたことは、前述 した

MGP分 析の結果 をも考え合せ ると、ササラダニ

類の種組成が、環境の変化 と密接な関係を持つと

考えてよいだろう。

次 に採集 されたササラダニ類のうち注 目すべき

種 を6種 あげてお く。まずGψ 妙oo励o痂 粥 γ勿一

磁初侃侃 幡 は、道内においては、本調査以外では

記録 されていなかったが、本調査地 において、昨

年に引き続 き本年 も採集された。表3を 見てもわ

かるように、連続 して得 られた地点はないが、比

較的広い分布を示 した。いわゆる 「土壌採取すれ

ばす ぐ得 られ る。 というものではないが 「さがせ

ば得られる」 といった種である。先述 した 「すぐ

得 られる種dと しては、Bπ　o勿6配勿η〃 磁6spp,

0勿 勿 吻勿πs,S6加10励 碗s磁 勿6sの3種 が あげ

られる。綴go磁 α媚α初α7勿αは強い海浜性を示 し、

A地 点のみか ら得 られた。0ρ 力短 〃z初πs.は

全地点に出現 した小型のツブダニである。この度

横浜国立大学、教授の青木淳一氏に同定 していた

だいた もので、 ここに、 日本未記録種 として発表

する。翫 〃Z〃Z碗α6α襯4伽0露 は、最近、大西純氏

により日本で初めて記録された種で、今回は2番

目の記録 となった。

今回の調査は1回 の採集によったこと、サ ンプ

ル数が少なかったことか ら定量的な分折ができな

く、また分布の要因についても充分な考察ができ

なかった。来年以降の調査では、調査地点の設定

や採集時期をさらに検討 し、様々な環境における

ササラダニ類の生態をあきらかにしていきたい。
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表4.Jaccardの 共 通 系数 に基づ く各地点間 の類似 度(%)

F地 点 E2地 点 E1地 点 D地 点 C2地 点 Cl地 点 B地 点

A地 点 27.6 28.6 28.6 22.9 24.0 40.0 50.0

B地 点 32.4 33.3 41.4 51.2 54.5 66.7

C1地 点 42.9 43.9 52.9 66.7 68.4

C2地 点 52.4 48.8 58.8 75.0

D地 点 53.8 54.9 59.1

E1地 点 63.2 59.5

E2地 点 66.7
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